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信号処理手法のメカトロニクスへの応用  
－DC モータの省エネルギー制御手法の提案－  

 

○青木  立 *1)

 
1．目的・背景  
 自律型ロボットや介護者補助用の車椅子などバッテ

リー駆動のメカトロニクス機器では、駆動制御システ

ムの省エネルギー化、省スペース化、軽量化が望まれ

ている。DC モータを使用した機器では、従来の損失

の大きいリニアアンプ制御ではなく、駆動回路が簡単

かつ省エネルギー制御が可能な PWM 制御が多用され

ている。しかし、マイクロプロセッサに PWM 波発生

回路が内蔵されていない場合、別途 PWM 発生回路を

外付けする必要がある。その結果、コントローラの電

力消費量は増加し、さらに、制御システムの重量が増

え、大型化する。 

 そこで、本研究では、信号処理手法と制御手法を融

合し、PWM 発生回路が内蔵されていなくても PWM 制

御が可能になる手法の開発を目的とする。 

                        
2．デルタシグマ変調手法の PWM 制御への応用  
 図 1 に示すデルタシグマ変調器は、AD/DA 変換器など

に多用されている。この手法を PWM 制御に応用する。

一般に、デルタシグマ変調器のサンプリング周波数は

MHz オーダであるが、メカトロニクス機器のそれは kHz
のオーダである。そこで、DC モータの位置フィードバッ

ク制御系を例に、デルタシグマ変調手法のメカトロニク

ス機器への応用可能性を検証する。シミュレーションに

は、Matlab/Simulink を用い、サンプリング周期は 1ms に

設定した。図 2 にステップ応答を示す。応答が定常状態

になるとチャタリングが発生するが、従来のリニアアン

プとほぼ同等の応答が得られた。図 3 にその時のモータ

入力電圧を示す。図 2 及び図 3 よりデルタシグマ変調手

法が PWM 制御に応用できることが分かった。  
 
3．まとめと今後の展開  

信号処理手法と制御手法を融合することにより、コントローラの省エネルギー化、省ス

ペース化、軽量化を達成できる可能性を示した。今後、種々の信号処理手法をコンピュー

タ制御へ応用し、新たな省エネルギーかつ省スペース制御手法を考案する。さらに、それ

らの手法をバッテリーで駆動されるメカトロニクス機器に実装し、その有効性を実機によ

り検証していく予定である。 
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図 1. デルタシグマ変調器 
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図 2. DC モータ制御系のステップ応答
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図 3. DC モータへの指令電圧 
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東京におけるシカによる森林被害と防除品の開発  
 

 ○新井  一司 *1) 
 
1．目的・背景  
 東京都西多摩郡奥多摩町では、スギなどの人工林を伐採し植栽した苗木が、急激に増加

したニホンジカ（以下シカという）の採食によって被害を受けていた。植栽木に加え、林

床の植物までもが採食され裸地化が進行した。2004 年 7 月には、裸地化した再造林地から

大量の土砂が流出して、町有の水道施設の取水口が埋まるという甚大な被害が発生した。

この土砂流出被害を契機に、東京都はシカ保護管理計画を策定し、捕獲などの対策を実施

した結果、現在のシカ生息頭数は減少傾向にある。このような中、東京都農林総合研究セ

ンターでは、森林・林業地において、シカとの共存を目指した研究を行っている。これま

でに、シカから植物を保護し土砂の浸食を防ぐ急斜面版シカ侵入防止柵を開発したので報

告するとともに、現在開発中のより簡単で効率的な防除品について紹介する。  
 
2．研究内容  
（１）シカ柵のデザイン  

これまでシカ柵は、資材搬入と設置の容易さから軽量化が重視され、化学繊維のネット

が多用されてきた。しかし、この化学繊維のネットは、オスジカの角が絡み、柵が大きく

破損したり、ノウサギなどに噛み切られたりする欠点がある。この対策として、鉄製の網

は有効であるが、既存の金網の地際の折り返し部分の長さは 254mm であった。これは、傾

斜角がほとんどない平地では、十分な効果が見込めるが、奥多摩町の山地のような 35 度以

上の急斜面で凸凹の起伏のある地形では、地際が開いてしまう恐れがある。そこで、この

地際部分に着目し、急斜面で施行した時にも必ず地際が開くことなく、この折り返し部分

にシカ自身が立ち、潜り込めない構造となるように、傾斜地において試作し、デザインを

決定した。  
 

（２）結果及び考察  
幅 1475mm で、片側の網目は粗く反対

側の網目は細かい長さ 10m の金網を考

案し、これを２枚用いて、上下二段に繋

いで設置するスタイルとした。これによ

り 、 地 際 の 折 り 返 し 部 分 の 長 さ は

950mm となり、シカがこの部分に乗る

スペースが確保された。用いた鉄の素材

は、柔らかく地面が凸凹していても跳ね

上がることなく、地面にまとわりつくた

め、地面との隙間ができにくかった。試

作品は、2006 年に設置したが、7 年経

過した現時点でもシカの侵入を許して

いない。現在は、実用化され、商品と

して購入可能である。  
 
3．今後の展開  

この完璧なシカ柵に対して、シカによる森林被害をより簡単に効率よく低減させるため

に、シカが林地に来たことを捉え、確実にシカに物理的な刺激を与える防除品を開発中で

ある。  
 

*1)公益財団法人東京都農林水産振興財団東京都農林総合研究センター  

図 1. 開発した急斜面版シカ侵入防止柵 
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